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　今回の千葉医学雑誌には最終講義として小児科
学教授の河野陽一先生の本年 2月に行われた退官
記念の講義を掲載させていただいています。また
講座には公立千葉病院医学教場と題して千葉大学
医学部の創設につながるその起源を書いていただ
いております。さらには細胞治療学内科教室にお
ける先端肥大症とソマトスタチン受容体発現につ
いての研究紹介が報告されています。さらに千葉
医学の大先輩の髙野光司先生よりゲッティンゲン
大学においての講義と題して随想を書いていただ
いています。いずれも千葉医学雑誌としては原著
論文は 1編のみで記録，総説，随想と言った内容
で面白く読める今回の号であると思います。
　本年の教授最終講義は小児科河野陽一教授と病
理学の張ヶ谷健一教授のお二人であった思います
が，その最終講義に出席して感じたことを述べさ
せていただきます。医学部教授の最終講義と言う
ことでどちらの講義も教授自身大変に熱のこもっ
た素晴らしい内容のものであったかと思いまし
た。どちらかというと両先生のライフワークを解
りやすく講義されておりました。本当に素晴らし
い内容のもので，専門性の異なる私にもその先生
方のこれまで研究にかけてきた強い情熱をよく感
じさせてもらえる講義でありました。ただ私が
ちょっと残念に感じたのは，折角このような退官
される教授がきっと周到な準備のもとで行ってい
る素晴らしい講義の聴衆に，千葉大学医学部の現
役学生が極めて少ない学生しか出席していないこ
とでした。聴衆の多くが教職員およびその教室の
同門の方々であったかと思われます。勿論同門の
方々や現役の教職員が参加することは喜ばしいこ
とですが，教授の講義である以上，現役医学部学
生の出席が中心であるべきではないかと思った次
第です。これには学生のカリキュラム上の問題な
ど様々な原因があることは承知してはいますが，
現職教官である教授最終講義の場に本学の医学生
が殆ど出席していないことは私には極めて異様に
感じましたし，講義をされている両教授に対して
学生は礼を失しているのではないかと感じてしま
いました。勿論カリキュラム上の問題があって出
席できない学生もいることは知ってはいますが，
全ての 6学年に亘たる学生が同様の理由で出席で
きないとは思えません。これは医学部として今後
学生にこのような事がないような指導およびその
環境作りが必要であろうと思います。教育プログ
ラムを担当している教官のみならず，全ての医学
部教官の努力により改善していかねばならない事
ではないかと思われます。もう一つは医学部学生
の普段の日常の授業が，現在では特に実習重視で
あり講義の時間が減少していることは皆さんもご
存知かと思います。それはある程度やむを得ない
としても各講座の主任教授の講義をするいわゆる
昔で言えば臨床講義なるものの時間枠はまったく
といって良いほど設けられていません。単なる
様々な領域別の系統的講義が教授，准教授，講師，
助教により分担され進められています。このよう
な背景が教授の退官に際しての最終講義への現役
学生の出席率が低いことにも関連しているように
思います。教授のみならず全ての教官と学生との
距離をもう少し近づけるような魅力あるカリキュ
ラム内容を再検討していくことは千葉大学医学部
学生のひいては愛校心を育み，その結果卒業後の
帰学率にも影響するように思えてなりません。
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